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メイン
フレーム時代

クライアント
サーバー時代

インターネット
コンピューティング時代

クラウド
コンピューティング時代

企業の情報やプロセスの共
有に寄与する「グループウェ
ア」、ビジネスプロセス改革
を支援する「ERP」に注力

インターネットの普及に対
応し、「We bシステム」
「ネットワーク運用・監視
サービス」の事業化を推進

クラウド＆モバイルの技
術革新にいち早く対応
し、新しいビジネス展開
を拡大

バブル
崩壊

ITバブル
崩壊

世界同時
不況

売上高100億円達成

Interim Business Report
第30期 中間株主通信
2013年4月1日 ▼  2013年9月30日

2013.10.11

2013.6.20

デロイト トウシュ トーマツの
テクノロジー企業ランキング「Fast50」で表彰

セールスフォース・ドットコム社
との連携強化

What's NEW

有限責任監査法人トーマツが
発表した成長企業50社のラ
ンキング、第11回「デロイト 
トウシュ トーマツ リミテッド 
日本テクノロジー Fast50」
の第50位に当社がランクイ
ンしました。

セールスフォース・ドットコム
社とのライセンス販売と協業
を推進しています。世界Ｎｏ.1
クラウドサービス「Salesforce.
com」のライセンス販売から
カスタマイズまでワンストッ
プでトータルサービスが提供
可能です。

証券コード3844

クラウド＆モバイルで
企業のIT化をご提案します。

おかげさまで、
東証1部に
上場しました！

〒141-0032 東京都品川区大崎1-11-2 ゲートシティ大崎イーストタワー8F 

Phone : 03-5745-9700   Fax : 03-5745-9715

大株主の状況

株価チャート

会社概要

取締役および監査役

　 会社データ（2013年9月30日現在）

商 号 コムチュア株式会社
英文会社名:COMTURE CORPORATION

本 社 所 在 地 東京都品川区大崎一丁目11番2号
W EBサ イ ト http://www.comture.com/
設 立 年 月 日 1985年1月
資 本 金 3億1,926万円
従 業 員 数 705名
営 業 所 三田センタ、大阪営業所

株式の状況
発 行 可 能 株 式 総 数 17,400,000株
発 行 済 株 式 総 数 5,307,900株
株 主 数 2,334名

株主メモ
決算期 3月31日
定時株主総会 6月
配当金受領株主確定日 3月31日および中間配当を行うときは9月30日

株主名簿管理人
特別口座の
口座管理機関

（同連絡先）

東京都千代田区丸の内一丁目4番5号
三菱UFJ信託銀行株式会社
〒137-8081 東京都江東区東砂七丁目10番11号
三菱UFJ信託銀行株式会社 証券代行部
TEL（0120）232-711（通話無料）

公告方法
電子公告により、当社WEB サイトに公告いたします。
但し、やむを得ない事由により電子公告をすることが
できない場合は日本経済新聞に公告します。

ご注意
1.  特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、三菱

UFJ信託銀行が口座管理機関となっておりますので、上記特別口座の口座
管理機関（三菱UFJ信託銀行）にお問合せください。

2. 未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行本支店でお支払いいたします。

代 表 取 締 役 会 長CEO 向        浩 一
代 表 取 締 役 社 長COO 大 野    健
常 務 取 締 役 関 本    正 一
取 締 役 細 川    琢 夫
取 締 役 奥 田    兼 三
監 査 役 齋 藤    仁 男
監 査 役 田 村    誠 二
監 査 役 和 中    新 一

株主名 所有株式数（株） 所有比率（％）
有限会社コム 1,590,000 29.95 
向　浩一 828,000 15.59 
コムチュア社員持株会 281,600 5.30 
株式会社三菱東京UFJ銀行 150,000 2.82 
大野　健 93,000 1.75 
奥平　健一 87,500 1.64 
日本証券金融株式会社 71,400 1.34 
株式会社ＳＢＩ証券 54,900 1.03 
楽天証券株式会社 39,300 0.74 
松井証券株式会社 36,100 0.68 
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IRコミュニティ
個人投資家向けのIR活動に注力
株主の皆さまも是非ご参加ください

11月26日 ラジオNIKKEI「ザ・マネー」出演
11月27日 TOKYO MXテレビ「STOCK VOICE」出演
11月30日 個人投資家向けIR説明会（東京・大和IR）
12月05日 アナリスト・機関投資家向け決算説明会
12月07日 個人投資家向けIR説明会（金沢・ラジオNIKKEI）
12月10日 個人投資家向けIR説明会（大阪・モーニングスター）
12月13,14日 野村IRフェア（東京・東京国際フォーラム）

1月24日 第3四半期決算発表
2月21,22日 東証IRフェスタ（東京・東京国際フォーラム）
5月 第4四半期決算発表
 アナリスト・機関投資家向け決算説明会
6月 定時株主総会

2013年

2014年

第30期下期のIRカレンダー（予定）

※  2013年11月1日に開示させていただいた「株式の売出し及び主要株主の異動に関す
るお知らせ」に記載の通り、エヌ・ティ・ティ・データ・ジェトロニクス株式会社と
TIS株式会社は11月22日をもって当社株式の全数を売出しております。従って、上記
大株主の状況から除いております。また、向　浩一の所有株式数は258,000株に、
所有比率は4.86%にそれぞれ変更しております。

業績編 年間成長率は
2ケタ成長で拡大しています

ROEは２ケタを超える
高収益企業です

配当性向
30%以上を維持していきます

常に先見性をもって新しい分野にチャレンジし、技術力・営業力で
売上高は着実に伸びております。
経常利益も、高付加価値化に加え生産性向上への取り組みなどが
奏功し、前期比26.4％増を目標としています。

売上高の成長だけでなく、高収益体質も当社の特長です。
高い自己資本比率（71.2％）を維持しながら、ROEは東証一部
上場会社の平均を大きく上回っており、安全かつ効率的な経営を
実現しています。

当社は株主の皆様への利益還元を、経営の重要施策の一つと
位置付けています。
将来の事業展開と経営基盤の強化に必要な内部留保を確保しつ
つ、安定かつ積極的な配当を継続していくことを基本方針にして
おり、配当性向30％以上を維持してまいります。

クラウド＆モバイルを中心に
高付加価値化を実現
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期末配当金（円）

中間配当金（円）

配当性向（％）

34.134.1

高付加価値化に加え、生産性向上への取り組みなどが奏功し、営業
利益は上期で前年同期比29.3％増、経常利益は上期で前年同期比
33.9％増となりました。

2013/3期
第2四半期

2014/3期
第2四半期

2014/3期
通期予想

売上高 3,351 3,894 8,500
営業利益 361 467 1,000
経常利益 365 489 1,025
当期純利益 223 299 620
自己資本比率（％） 69.8 71.2 ー

「コムくん」は当社の企業精神である、「無から有を
生み出すソリューション力」を「卵から生まれたば
かりの恐竜」に例え、具現化したイメージキャラク
ターです。

「コムくん」って何？

コムチュアの
イメージキャラクター

コムくん

期末配当金を増額します！

業績予想
を上方修

正！

2013/11/22に
東証一部上場

2012/11/16に
東証二部上場

足元の状況
もっと知りたい！コムチュア

東証一部上場企業平均
※出所　みずほ証券リサーチ＆コンサルティング
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事業
内容編 強み編

コムチュア株式会社
代表取締役会長 CEO

（昭和21年12月9日生まれ）

向  浩一
（むかい こういち） 5月：「私の標語」を作成 7月：四半期フォロー

10月：中間フォロー
1月：四半期フォロー
4月：最終フォロー

「私の標語」をカードにし
て、社員一人ひとりに配布
します。社員証やケースや
名刺入れに入れて、常に意
識できるようにします。

4月：「私の標語」発表会
各部門の代表者が、全社員の前で
「私の標語」の1年間の成果を発表
します。

詳細情報はホームページで公開中！

コムチュア　私の標語 検 索

大手企業向け
ITサービスを提供しています

クラウド&モバイル
分野を重点化しています

4つのコア事業
を連携して展開しています

コムチュアは大手企業向けのITサービスを提供している会社です。
IT業界の中でもソフトウェア業界に位置しています。
特に情報系と呼ばれる分野に注力しており、どの業界でも共通するオフィス内での
情報共有システムを提供しています。情報サービス産業の市場規模はなんと約20兆円で、
とても大きな産業です。

クラウド＆モバイルの時代においては、これまで以上に重要となるのが、
社内外に広がるシステムと端末の相互のコラボレーション（連携）です。
コムチュアが得意とする「つな
いで、見える化」が十二分に
発揮できる分野です。
コムチュアはクラウド＆モバイ
ルで、企業に蓄積された情報
資産を「つなぐ」ことで、オフ
ィスの業務効率化を実現し、
ビジネスパーソンの働き方を
快適に、より創造的にするこ
とに貢献しています。

コムチュアが提供する
ITサービスは、

（1）グループウェアソリューション
（2）ERP（統合業務基幹システム）ソリューション
（3）Webソリューション
（4）ネットワークサービス
の4つの事業と「クラウド＆モバイル」事業で構成さ
れています。
クラウド＆モバイルを軸に、4つの事業が密接に連
携してソリューションを提供できる点が強みです。

企業向け

個人向け

業務系
業務の基盤となるシ
ステム（製造・流通・
金融など業界ごとに
違う）

情報系
情報共有システム
（どの業界も共通の
システム）

A社

B社
C社

Web
ソリューション

事業

統合業務基幹
システム（ERP）

グループウェア
ソリューション事業

マネージドサービス
［MSPセンタ］

ネットワーク運用
サービス事業（４）

（3）（2）

（1）

クラウド
モバイル
セキュリティ自社

プロダクト
企業ポータル

サービス

ユーザ企業
プロダクト＆

ソリューション
サービス

システム構築
サービス

システム運用
サービス

4事業連携

社内システム

モバイル

クラウド

オ
フ
ィ
ス

シ
ス
テ
ム

見える化

つなぐ

グループウェア
でお客様の情報共有を実現

「ささやきをカタチに」する
提案力により顧客満足を向上
営業先やシステム開発現場でのご要望やご関心といった、お客様の
「ささやき」を吸い上げ、社内に持ち帰り、チームプレーで「カタチ」にし、
お客様にお返しをする仕組みです。一人ひとりの力は小さいものですが、チームで
協力することで大きな力になります。お客様の課題をコムチュアの総合力で解決し、
お客様満足の向上と社員の成長につなげています。

グループウェアを導入するにあたって大事なことは、データベースなどの
情報資産をグループウェア上で「つなぐ」ことと、ビジネスパーソンが情報の
所在や決裁の進捗状況、
処理すべき事項、社内のコ
ミュニケーション状況など
が直感的にわかる「見える
化」です。
コムチュアはこの「つない
で、見える化」を実現する
仕組みで独自性を発揮し、
ビジネスパーソンの生産性
向上に貢献しています。

「私の標語」活動は、コムチュアの特長ある人材育成制度です。年度初め
に社員一人ひとりがシンプルかつ短い言葉で表した「標語」と、その実行
計画を作成します。「私の標語」活動では、その達成度を管理評価するだ
けでなく、達成に向けた取り組みと、その過程を社員と会社が共有し、社
員および会社がともに成長することを目的としています。日 、々自らの「標語」
を意識することで、一人ひとりが自ら考え、悩みながら工夫をする、そして
成長する力を身につける。これこそがコムチュアの「私の標語」活動です。

オ
フ
ィ
ス

シ
ス
テ
ム

経理・会計
システム

上司・同僚・部下

他部署（総務・人事）
営業

顧客管理
システム

売上管理
システム

営業管理
システム

スケジュール管理
システム

つなぐ 見える化

提案力

ソリューション力

プロダクト＆ソリュ
ーション

セールス
レポートDB

回答書/提案

● 顧客情報
● お客様の要望・関心
● クレームの兆し

お客様 日次管理
ナレッジマネジメント

チームでの協議・解決
知恵出しの場

社内

「ささやき」を
「カタチ」にして
お客様に応える カタチ

ささやき
代表取締役社長 
COO

大野 健

代表取締役会長 
CEO

向 浩一

2013年11月22日に東京証券取引所市場第一部に
上場しました。
コムチュアは常に新しい技術にチャレンジし、
ITで未来をリードします。
絶え間ないイノベーションに対応しながらお客様
企業に貢献し、顧客満足を得ることが私たちの
使命です。
今後とも更なる飛躍を目指してまいります。

ごあいさつ

Lead the Future

2014/3期
第2四半期期初予想

2014/3期
第2四半期実績

2014/3期通期
期初予想

2014/3期通期
今回修正予想

売 上 高 3,700 3,894 8,000 8,500
営 業 利 益 370 467 880 1,000
経 常 利 益 375 489 889 1,025
当期純利益 229 299 537 620

クラウド事業の拡大、大規模ユーザか
らの受注増、金融分野での受注拡大な
どにより、上期の売上高は期初予想を
194百万円上回り、前期比16.2％増の
3,894百万円となりました。
また通期の売上高は期初予想を500百
万円上回り、前期比18.6％増の8,500
百万円となる見通しです。
利益面では高付加価値化戦略と生産性
向上への取り組みが奏功し、上期の当
期純利益は期初予想を70百万円上回
り、前期比34.3％増の299百万円とな
りました。
通期の当期純利益は期初予想を83百万
円上回り、前期比30.3％増の620百万
円となる見通しです。

当社は株主の皆様への利益還元を経営の重要政策の一つと位
置付けています。
安定かつ積極的な配当を継続していくことを基本方針にしてお
り、配当性向30％以上を維持してまいります。
今回業績予想を上方修正したことに伴い、期末配当金を8円増
配し、24円といたします。中間配当の16円と合わせ、年間で
40円となります。
配当性向も前回予想の31.3％を上回り、34.1％とさせていた
だきました。

NEWS 1

NEWS 2

業績予想を上方修正しました！

期末配当金を増額しました！

2014/3 期
期初予想

32.0 円

中間 40.0 円
8円増額!

16.0 円

24.0 円

期末配当金
24.0 円
に増額！

16.0 円 16.0 円

2014/3 期
今回修正予想

期末 年間配当金

通期予想
8,000百万円

通期予想
537百万円

● 売上高 ● 当期純利益

上期実績
3,894百万円

上期実績
299百万円

通期上方修正
8,500百万円

通期上方修正
620百万円

上期予想
3,700百万円

上期予想
229百万円

5.2%UP! 30.6%UP!

6.3%UP! 15.5%UP!

「IR活動はCEOの責務」
と考え、自ら積極的に
推進しています。

趣味のマラソンでは、
第1回東京マラソンを
完走しました。

「社長から始めるIT経営」
というタイトルで書籍を
出版しています。

連鎖型収益モデル
で安定かつ継続的な成長を実現
新規に納品して得たフローの顧客が、ストック化するビジネスモデルをコムチュアでは
「連鎖型収益モデル」と呼んで
います。当社の特長ある「プロ
ダクトの販売」で新しいお客
様を開拓し、「ソリューション
関連」サービスでシステムを
構築、そして「保守・運用サー
ビス」で末永くお取引をさせて
いただくビジネスモデルです。
新しくチャレンジした分野が安
定収入源へとつながります。

保守・運用サービス

プロダクト保守

アプリケーション
保守

基盤系保守

クラウドサービス

ソリューション
関連システム

カスタマイズ

バージョンアップ
対応

周辺システムの
再構築

基盤更改

お
客
様

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

シ
ス
テ
ム
提
案

プロダクト販売

プロダクト導入

アプリケーション
システムの導入

他システムとの連携

基盤構築

フロービジネス ストックビジネス連鎖型収益モデル

（単位：百万円）

創業者ってどんな人？ 「私の標語」活動コムチュアオリジナルの
人材育成制度

もっと知りたい！コムチュア もっと知りたい！コムチュア

業界活動に貢献し、
2007年に経済産業
大臣表彰を受けました。
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2016年
（計画）

2015年
（計画）

2014年
（計画）1985年 1990年 1995年 2000年 2005年 2010年 2013年

第一創業期 第二創業期 第三創業期

JASDAQ上場

東証2部上場

東証1部上場

メイン
フレーム時代

クライアント
サーバー時代

インターネット
コンピューティング時代

クラウド
コンピューティング時代

企業の情報やプロセスの共
有に寄与する「グループウェ
ア」、ビジネスプロセス改革
を支援する「ERP」に注力

インターネットの普及に対
応し、「We bシステム」
「ネットワーク運用・監視
サービス」の事業化を推進

クラウド＆モバイルの技
術革新にいち早く対応
し、新しいビジネス展開
を拡大

バブル
崩壊

ITバブル
崩壊

世界同時
不況

売上高100億円達成

Interim Business Report
第30期 中間株主通信
2013年4月1日 ▼  2013年9月30日

2013.10.11

2013.6.20

デロイト トウシュ トーマツの
テクノロジー企業ランキング「Fast50」で表彰

セールスフォース・ドットコム社
との連携強化

What's NEW

有限責任監査法人トーマツが
発表した成長企業50社のラ
ンキング、第11回「デロイト 
トウシュ トーマツ リミテッド 
日本テクノロジー Fast50」
の第50位に当社がランクイ
ンしました。

セールスフォース・ドットコム
社とのライセンス販売と協業
を推進しています。世界Ｎｏ.1
クラウドサービス「Salesforce.
com」のライセンス販売から
カスタマイズまでワンストッ
プでトータルサービスが提供
可能です。

証券コード3844

クラウド＆モバイルで
企業のIT化をご提案します。

おかげさまで、
東証1部に
上場しました！

〒141-0032 東京都品川区大崎1-11-2 ゲートシティ大崎イーストタワー8F 

Phone : 03-5745-9700   Fax : 03-5745-9715

大株主の状況

株価チャート

会社概要

取締役および監査役

　 会社データ（2013年9月30日現在）

商 号 コムチュア株式会社
英文会社名:COMTURE CORPORATION

本 社 所 在 地 東京都品川区大崎一丁目11番2号
W EBサ イ ト http://www.comture.com/
設 立 年 月 日 1985年1月
資 本 金 3億1,926万円
従 業 員 数 705名
営 業 所 三田センタ、大阪営業所

株式の状況
発 行 可 能 株 式 総 数 17,400,000株
発 行 済 株 式 総 数 5,307,900株
株 主 数 2,334名

株主メモ
決算期 3月31日
定時株主総会 6月
配当金受領株主確定日 3月31日および中間配当を行うときは9月30日

株主名簿管理人
特別口座の
口座管理機関

（同連絡先）

東京都千代田区丸の内一丁目4番5号
三菱UFJ信託銀行株式会社
〒137-8081 東京都江東区東砂七丁目10番11号
三菱UFJ信託銀行株式会社 証券代行部
TEL（0120）232-711（通話無料）

公告方法
電子公告により、当社WEB サイトに公告いたします。
但し、やむを得ない事由により電子公告をすることが
できない場合は日本経済新聞に公告します。

ご注意
1.  特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、三菱

UFJ信託銀行が口座管理機関となっておりますので、上記特別口座の口座
管理機関（三菱UFJ信託銀行）にお問合せください。

2. 未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行本支店でお支払いいたします。

代 表 取 締 役 会 長CEO 向        浩 一
代 表 取 締 役 社 長COO 大 野    健
常 務 取 締 役 関 本    正 一
取 締 役 細 川    琢 夫
取 締 役 奥 田    兼 三
監 査 役 齋 藤    仁 男
監 査 役 田 村    誠 二
監 査 役 和 中    新 一

株主名 所有株式数（株） 所有比率（％）
有限会社コム 1,590,000 29.95 
向　浩一 828,000 15.59 
コムチュア社員持株会 281,600 5.30 
株式会社三菱東京UFJ銀行 150,000 2.82 
大野　健 93,000 1.75 
奥平　健一 87,500 1.64 
日本証券金融株式会社 71,400 1.34 
株式会社ＳＢＩ証券 54,900 1.03 
楽天証券株式会社 39,300 0.74 
松井証券株式会社 36,100 0.68 

0 0

800

1,200

1,600

2,000

2,400

株価（円）

500

出来高
（千株）
1,000

2 3 4 5 6 7 8 9 10 112012.11 2013.112

IRコミュニティ
個人投資家向けのIR活動に注力
株主の皆さまも是非ご参加ください

11月26日 ラジオNIKKEI「ザ・マネー」出演
11月27日 TOKYO MXテレビ「STOCK VOICE」出演
11月30日 個人投資家向けIR説明会（東京・大和IR）
12月05日 アナリスト・機関投資家向け決算説明会
12月07日 個人投資家向けIR説明会（金沢・ラジオNIKKEI）
12月10日 個人投資家向けIR説明会（大阪・モーニングスター）
12月13,14日 野村IRフェア（東京・東京国際フォーラム）

1月24日 第3四半期決算発表
2月21,22日 東証IRフェスタ（東京・東京国際フォーラム）
5月 第4四半期決算発表
 アナリスト・機関投資家向け決算説明会
6月 定時株主総会

2013年

2014年

第30期下期のIRカレンダー（予定）

※  2013年11月1日に開示させていただいた「株式の売出し及び主要株主の異動に関す
るお知らせ」に記載の通り、エヌ・ティ・ティ・データ・ジェトロニクス株式会社と
TIS株式会社は11月22日をもって当社株式の全数を売出しております。従って、上記
大株主の状況から除いております。また、向　浩一の所有株式数は258,000株に、
所有比率は4.86%にそれぞれ変更しております。

業績編 年間成長率は
2ケタ成長で拡大しています

ROEは２ケタを超える
高収益企業です

配当性向
30%以上を維持していきます

常に先見性をもって新しい分野にチャレンジし、技術力・営業力で
売上高は着実に伸びております。
経常利益も、高付加価値化に加え生産性向上への取り組みなどが
奏功し、前期比26.4％増を目標としています。

売上高の成長だけでなく、高収益体質も当社の特長です。
高い自己資本比率（71.2％）を維持しながら、ROEは東証一部
上場会社の平均を大きく上回っており、安全かつ効率的な経営を
実現しています。

当社は株主の皆様への利益還元を、経営の重要施策の一つと
位置付けています。
将来の事業展開と経営基盤の強化に必要な内部留保を確保しつ
つ、安定かつ積極的な配当を継続していくことを基本方針にして
おり、配当性向30％以上を維持してまいります。

クラウド＆モバイルを中心に
高付加価値化を実現

2011/3

5,008

463 489

811
1,025

463 489

811
1,025

+10.3%

+29.7%

+18.6%

5,526

7,168

8,500

5,526

7,168

8,500

2012/3 2013/3 2014/3（計画）
0

1,000

3,000

5,000

7,000

9,000

0

200

600

1,000

1,400

1,800

売上高/経常利益 （単位：百万円）

（単位：百万円）

2011/3 2012/3 2013/3 2014/3（計画）

18.6
20.8

11.2 11.2

4.8 5.55.9
8.7

ROE
ROE

売上高（左目盛り）
経常利益（右目盛り）

（単位：%）

2011/3

10.0 12.3

26.0

40.0
28.7

25.5
22.6

2012/3 2013/3 2014/3（計画）

24.0
16.015.0

11.0

期末配当金（円）

中間配当金（円）

配当性向（％）

34.134.1

高付加価値化に加え、生産性向上への取り組みなどが奏功し、営業
利益は上期で前年同期比29.3％増、経常利益は上期で前年同期比
33.9％増となりました。

2013/3期
第2四半期

2014/3期
第2四半期

2014/3期
通期予想

売上高 3,351 3,894 8,500
営業利益 361 467 1,000
経常利益 365 489 1,025
当期純利益 223 299 620
自己資本比率（％） 69.8 71.2 ー

「コムくん」は当社の企業精神である、「無から有を
生み出すソリューション力」を「卵から生まれたば
かりの恐竜」に例え、具現化したイメージキャラク
ターです。

「コムくん」って何？

コムチュアの
イメージキャラクター

コムくん

期末配当金を増額します！

業績予想
を上方修

正！

2013/11/22に
東証一部上場

2012/11/16に
東証二部上場

足元の状況
もっと知りたい！コムチュア

東証一部上場企業平均
※出所　みずほ証券リサーチ＆コンサルティング

010_9600201602512.indd   1-3 2013/11/26   11:16:55



事業
内容編 強み編

コムチュア株式会社
代表取締役会長 CEO

（昭和21年12月9日生まれ）

向  浩一
（むかい こういち） 5月：「私の標語」を作成 7月：四半期フォロー

10月：中間フォロー
1月：四半期フォロー
4月：最終フォロー

「私の標語」をカードにし
て、社員一人ひとりに配布
します。社員証やケースや
名刺入れに入れて、常に意
識できるようにします。

4月：「私の標語」発表会
各部門の代表者が、全社員の前で
「私の標語」の1年間の成果を発表
します。

詳細情報はホームページで公開中！

コムチュア　私の標語 検 索

大手企業向け
ITサービスを提供しています

クラウド&モバイル
分野を重点化しています

4つのコア事業
を連携して展開しています

コムチュアは大手企業向けのITサービスを提供している会社です。
IT業界の中でもソフトウェア業界に位置しています。
特に情報系と呼ばれる分野に注力しており、どの業界でも共通するオフィス内での
情報共有システムを提供しています。情報サービス産業の市場規模はなんと約20兆円で、
とても大きな産業です。

クラウド＆モバイルの時代においては、これまで以上に重要となるのが、
社内外に広がるシステムと端末の相互のコラボレーション（連携）です。
コムチュアが得意とする「つな
いで、見える化」が十二分に
発揮できる分野です。
コムチュアはクラウド＆モバイ
ルで、企業に蓄積された情報
資産を「つなぐ」ことで、オフ
ィスの業務効率化を実現し、
ビジネスパーソンの働き方を
快適に、より創造的にするこ
とに貢献しています。

コムチュアが提供する
ITサービスは、

（1）グループウェアソリューション
（2）ERP（統合業務基幹システム）ソリューション
（3）Webソリューション
（4）ネットワークサービス
の4つの事業と「クラウド＆モバイル」事業で構成さ
れています。
クラウド＆モバイルを軸に、4つの事業が密接に連
携してソリューションを提供できる点が強みです。

企業向け

個人向け

業務系
業務の基盤となるシ
ステム（製造・流通・
金融など業界ごとに
違う）

情報系
情報共有システム
（どの業界も共通の
システム）

A社

B社
C社

Web
ソリューション

事業

統合業務基幹
システム（ERP）

グループウェア
ソリューション事業

マネージドサービス
［MSPセンタ］

ネットワーク運用
サービス事業（４）

（3）（2）

（1）

クラウド
モバイル
セキュリティ自社

プロダクト
企業ポータル

サービス

ユーザ企業
プロダクト＆

ソリューション
サービス

システム構築
サービス

システム運用
サービス

4事業連携

社内システム

モバイル

クラウド

オ
フ
ィ
ス

シ
ス
テ
ム

見える化

つなぐ

グループウェア
でお客様の情報共有を実現

「ささやきをカタチに」する
提案力により顧客満足を向上
営業先やシステム開発現場でのご要望やご関心といった、お客様の
「ささやき」を吸い上げ、社内に持ち帰り、チームプレーで「カタチ」にし、
お客様にお返しをする仕組みです。一人ひとりの力は小さいものですが、チームで
協力することで大きな力になります。お客様の課題をコムチュアの総合力で解決し、
お客様満足の向上と社員の成長につなげています。

グループウェアを導入するにあたって大事なことは、データベースなどの
情報資産をグループウェア上で「つなぐ」ことと、ビジネスパーソンが情報の
所在や決裁の進捗状況、
処理すべき事項、社内のコ
ミュニケーション状況など
が直感的にわかる「見える
化」です。
コムチュアはこの「つない
で、見える化」を実現する
仕組みで独自性を発揮し、
ビジネスパーソンの生産性
向上に貢献しています。

「私の標語」活動は、コムチュアの特長ある人材育成制度です。年度初め
に社員一人ひとりがシンプルかつ短い言葉で表した「標語」と、その実行
計画を作成します。「私の標語」活動では、その達成度を管理評価するだ
けでなく、達成に向けた取り組みと、その過程を社員と会社が共有し、社
員および会社がともに成長することを目的としています。日 、々自らの「標語」
を意識することで、一人ひとりが自ら考え、悩みながら工夫をする、そして
成長する力を身につける。これこそがコムチュアの「私の標語」活動です。

オ
フ
ィ
ス

シ
ス
テ
ム

経理・会計
システム

上司・同僚・部下

他部署（総務・人事）
営業

顧客管理
システム

売上管理
システム

営業管理
システム

スケジュール管理
システム

つなぐ 見える化

提案力

ソリューション力

プロダクト＆ソリュ
ーション

セールス
レポートDB

回答書/提案

● 顧客情報
● お客様の要望・関心
● クレームの兆し

お客様 日次管理
ナレッジマネジメント

チームでの協議・解決
知恵出しの場

社内

「ささやき」を
「カタチ」にして
お客様に応える カタチ

ささやき
代表取締役社長 
COO

大野 健

代表取締役会長 
CEO

向 浩一

2013年11月22日に東京証券取引所市場第一部に
上場しました。
コムチュアは常に新しい技術にチャレンジし、
ITで未来をリードします。
絶え間ないイノベーションに対応しながらお客様
企業に貢献し、顧客満足を得ることが私たちの
使命です。
今後とも更なる飛躍を目指してまいります。

ごあいさつ

Lead the Future

2014/3期
第2四半期期初予想

2014/3期
第2四半期実績

2014/3期通期
期初予想

2014/3期通期
今回修正予想

売 上 高 3,700 3,894 8,000 8,500
営 業 利 益 370 467 880 1,000
経 常 利 益 375 489 889 1,025
当期純利益 229 299 537 620

クラウド事業の拡大、大規模ユーザか
らの受注増、金融分野での受注拡大な
どにより、上期の売上高は期初予想を
194百万円上回り、前期比16.2％増の
3,894百万円となりました。
また通期の売上高は期初予想を500百
万円上回り、前期比18.6％増の8,500
百万円となる見通しです。
利益面では高付加価値化戦略と生産性
向上への取り組みが奏功し、上期の当
期純利益は期初予想を70百万円上回
り、前期比34.3％増の299百万円とな
りました。
通期の当期純利益は期初予想を83百万
円上回り、前期比30.3％増の620百万
円となる見通しです。

当社は株主の皆様への利益還元を経営の重要政策の一つと位
置付けています。
安定かつ積極的な配当を継続していくことを基本方針にしてお
り、配当性向30％以上を維持してまいります。
今回業績予想を上方修正したことに伴い、期末配当金を8円増
配し、24円といたします。中間配当の16円と合わせ、年間で
40円となります。
配当性向も前回予想の31.3％を上回り、34.1％とさせていた
だきました。

NEWS 1

NEWS 2

業績予想を上方修正しました！

期末配当金を増額しました！

2014/3 期
期初予想

32.0 円

中間 40.0 円
8円増額!

16.0 円

24.0 円

期末配当金
24.0 円
に増額！

16.0 円 16.0 円

2014/3 期
今回修正予想

期末 年間配当金

通期予想
8,000百万円

通期予想
537百万円

● 売上高 ● 当期純利益

上期実績
3,894百万円

上期実績
299百万円

通期上方修正
8,500百万円

通期上方修正
620百万円

上期予想
3,700百万円

上期予想
229百万円

5.2%UP! 30.6%UP!

6.3%UP! 15.5%UP!

「IR活動はCEOの責務」
と考え、自ら積極的に
推進しています。

趣味のマラソンでは、
第1回東京マラソンを
完走しました。

「社長から始めるIT経営」
というタイトルで書籍を
出版しています。

連鎖型収益モデル
で安定かつ継続的な成長を実現
新規に納品して得たフローの顧客が、ストック化するビジネスモデルをコムチュアでは
「連鎖型収益モデル」と呼んで
います。当社の特長ある「プロ
ダクトの販売」で新しいお客
様を開拓し、「ソリューション
関連」サービスでシステムを
構築、そして「保守・運用サー
ビス」で末永くお取引をさせて
いただくビジネスモデルです。
新しくチャレンジした分野が安
定収入源へとつながります。

保守・運用サービス

プロダクト保守

アプリケーション
保守

基盤系保守

クラウドサービス

ソリューション
関連システム

カスタマイズ

バージョンアップ
対応

周辺システムの
再構築

基盤更改
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プロダクト販売

プロダクト導入

アプリケーション
システムの導入

他システムとの連携

基盤構築

フロービジネス ストックビジネス連鎖型収益モデル

（単位：百万円）

創業者ってどんな人？ 「私の標語」活動コムチュアオリジナルの
人材育成制度

もっと知りたい！コムチュア もっと知りたい！コムチュア

業界活動に貢献し、
2007年に経済産業
大臣表彰を受けました。
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事業
内容編 強み編

コムチュア株式会社
代表取締役会長 CEO

（昭和21年12月9日生まれ）

向  浩一
（むかい こういち） 5月：「私の標語」を作成 7月：四半期フォロー

10月：中間フォロー
1月：四半期フォロー
4月：最終フォロー

「私の標語」をカードにし
て、社員一人ひとりに配布
します。社員証やケースや
名刺入れに入れて、常に意
識できるようにします。

4月：「私の標語」発表会
各部門の代表者が、全社員の前で
「私の標語」の1年間の成果を発表
します。

詳細情報はホームページで公開中！

コムチュア　私の標語 検 索

大手企業向け
ITサービスを提供しています

クラウド&モバイル
分野を重点化しています

4つのコア事業
を連携して展開しています

コムチュアは大手企業向けのITサービスを提供している会社です。
IT業界の中でもソフトウェア業界に位置しています。
特に情報系と呼ばれる分野に注力しており、どの業界でも共通するオフィス内での
情報共有システムを提供しています。情報サービス産業の市場規模はなんと約20兆円で、
とても大きな産業です。

クラウド＆モバイルの時代においては、これまで以上に重要となるのが、
社内外に広がるシステムと端末の相互のコラボレーション（連携）です。
コムチュアが得意とする「つな
いで、見える化」が十二分に
発揮できる分野です。
コムチュアはクラウド＆モバイ
ルで、企業に蓄積された情報
資産を「つなぐ」ことで、オフ
ィスの業務効率化を実現し、
ビジネスパーソンの働き方を
快適に、より創造的にするこ
とに貢献しています。

コムチュアが提供する
ITサービスは、

（1）グループウェアソリューション
（2）ERP（統合業務基幹システム）ソリューション
（3）Webソリューション
（4）ネットワークサービス
の4つの事業と「クラウド＆モバイル」事業で構成さ
れています。
クラウド＆モバイルを軸に、4つの事業が密接に連
携してソリューションを提供できる点が強みです。

企業向け

個人向け

業務系
業務の基盤となるシ
ステム（製造・流通・
金融など業界ごとに
違う）

情報系
情報共有システム
（どの業界も共通の
システム）

A社

B社
C社

Web
ソリューション

事業

統合業務基幹
システム（ERP）

グループウェア
ソリューション事業

マネージドサービス
［MSPセンタ］

ネットワーク運用
サービス事業（４）

（3）（2）

（1）

クラウド
モバイル
セキュリティ自社

プロダクト
企業ポータル

サービス

ユーザ企業
プロダクト＆

ソリューション
サービス

システム構築
サービス

システム運用
サービス

4事業連携

社内システム

モバイル

クラウド

オ
フ
ィ
ス

シ
ス
テ
ム

見える化

つなぐ

グループウェア
でお客様の情報共有を実現

「ささやきをカタチに」する
提案力により顧客満足を向上
営業先やシステム開発現場でのご要望やご関心といった、お客様の
「ささやき」を吸い上げ、社内に持ち帰り、チームプレーで「カタチ」にし、
お客様にお返しをする仕組みです。一人ひとりの力は小さいものですが、チームで
協力することで大きな力になります。お客様の課題をコムチュアの総合力で解決し、
お客様満足の向上と社員の成長につなげています。

グループウェアを導入するにあたって大事なことは、データベースなどの
情報資産をグループウェア上で「つなぐ」ことと、ビジネスパーソンが情報の
所在や決裁の進捗状況、
処理すべき事項、社内のコ
ミュニケーション状況など
が直感的にわかる「見える
化」です。
コムチュアはこの「つない
で、見える化」を実現する
仕組みで独自性を発揮し、
ビジネスパーソンの生産性
向上に貢献しています。

「私の標語」活動は、コムチュアの特長ある人材育成制度です。年度初め
に社員一人ひとりがシンプルかつ短い言葉で表した「標語」と、その実行
計画を作成します。「私の標語」活動では、その達成度を管理評価するだ
けでなく、達成に向けた取り組みと、その過程を社員と会社が共有し、社
員および会社がともに成長することを目的としています。日 、々自らの「標語」
を意識することで、一人ひとりが自ら考え、悩みながら工夫をする、そして
成長する力を身につける。これこそがコムチュアの「私の標語」活動です。

オ
フ
ィ
ス

シ
ス
テ
ム

経理・会計
システム

上司・同僚・部下

他部署（総務・人事）
営業

顧客管理
システム

売上管理
システム

営業管理
システム

スケジュール管理
システム

つなぐ 見える化

提案力

ソリューション力

プロダクト＆ソリュ
ーション

セールス
レポートDB

回答書/提案

● 顧客情報
● お客様の要望・関心
● クレームの兆し

お客様 日次管理
ナレッジマネジメント

チームでの協議・解決
知恵出しの場

社内

「ささやき」を
「カタチ」にして
お客様に応える カタチ

ささやき
代表取締役社長 
COO

大野 健

代表取締役会長 
CEO

向 浩一

2013年11月22日に東京証券取引所市場第一部に
上場しました。
コムチュアは常に新しい技術にチャレンジし、
ITで未来をリードします。
絶え間ないイノベーションに対応しながらお客様
企業に貢献し、顧客満足を得ることが私たちの
使命です。
今後とも更なる飛躍を目指してまいります。

ごあいさつ

Lead the Future

2014/3期
第2四半期期初予想

2014/3期
第2四半期実績

2014/3期通期
期初予想

2014/3期通期
今回修正予想

売 上 高 3,700 3,894 8,000 8,500
営 業 利 益 370 467 880 1,000
経 常 利 益 375 489 889 1,025
当期純利益 229 299 537 620

クラウド事業の拡大、大規模ユーザか
らの受注増、金融分野での受注拡大な
どにより、上期の売上高は期初予想を
194百万円上回り、前期比16.2％増の
3,894百万円となりました。
また通期の売上高は期初予想を500百
万円上回り、前期比18.6％増の8,500
百万円となる見通しです。
利益面では高付加価値化戦略と生産性
向上への取り組みが奏功し、上期の当
期純利益は期初予想を70百万円上回
り、前期比34.3％増の299百万円とな
りました。
通期の当期純利益は期初予想を83百万
円上回り、前期比30.3％増の620百万
円となる見通しです。

当社は株主の皆様への利益還元を経営の重要政策の一つと位
置付けています。
安定かつ積極的な配当を継続していくことを基本方針にしてお
り、配当性向30％以上を維持してまいります。
今回業績予想を上方修正したことに伴い、期末配当金を8円増
配し、24円といたします。中間配当の16円と合わせ、年間で
40円となります。
配当性向も前回予想の31.3％を上回り、34.1％とさせていた
だきました。

NEWS 1

NEWS 2

業績予想を上方修正しました！

期末配当金を増額しました！

2014/3 期
期初予想

32.0 円

中間 40.0 円
8円増額!

16.0 円

24.0 円

期末配当金
24.0 円
に増額！

16.0 円 16.0 円

2014/3 期
今回修正予想

期末 年間配当金

通期予想
8,000百万円

通期予想
537百万円

● 売上高 ● 当期純利益

上期実績
3,894百万円

上期実績
299百万円

通期上方修正
8,500百万円

通期上方修正
620百万円

上期予想
3,700百万円

上期予想
229百万円

5.2%UP! 30.6%UP!

6.3%UP! 15.5%UP!

「IR活動はCEOの責務」
と考え、自ら積極的に
推進しています。

趣味のマラソンでは、
第1回東京マラソンを
完走しました。

「社長から始めるIT経営」
というタイトルで書籍を
出版しています。

連鎖型収益モデル
で安定かつ継続的な成長を実現
新規に納品して得たフローの顧客が、ストック化するビジネスモデルをコムチュアでは
「連鎖型収益モデル」と呼んで
います。当社の特長ある「プロ
ダクトの販売」で新しいお客
様を開拓し、「ソリューション
関連」サービスでシステムを
構築、そして「保守・運用サー
ビス」で末永くお取引をさせて
いただくビジネスモデルです。
新しくチャレンジした分野が安
定収入源へとつながります。

保守・運用サービス

プロダクト保守

アプリケーション
保守

基盤系保守

クラウドサービス

ソリューション
関連システム

カスタマイズ

バージョンアップ
対応

周辺システムの
再構築

基盤更改

お
客
様

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

シ
ス
テ
ム
提
案

プロダクト販売

プロダクト導入

アプリケーション
システムの導入

他システムとの連携

基盤構築

フロービジネス ストックビジネス連鎖型収益モデル

（単位：百万円）

創業者ってどんな人？ 「私の標語」活動コムチュアオリジナルの
人材育成制度

もっと知りたい！コムチュア もっと知りたい！コムチュア

業界活動に貢献し、
2007年に経済産業
大臣表彰を受けました。
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2016年
（計画）

2015年
（計画）

2014年
（計画）1985年 1990年 1995年 2000年 2005年 2010年 2013年

第一創業期 第二創業期 第三創業期

JASDAQ上場

東証2部上場

東証1部上場

メイン
フレーム時代

クライアント
サーバー時代

インターネット
コンピューティング時代

クラウド
コンピューティング時代

企業の情報やプロセスの共
有に寄与する「グループウェ
ア」、ビジネスプロセス改革
を支援する「ERP」に注力

インターネットの普及に対
応し、「We bシステム」
「ネットワーク運用・監視
サービス」の事業化を推進

クラウド＆モバイルの技
術革新にいち早く対応
し、新しいビジネス展開
を拡大

バブル
崩壊

ITバブル
崩壊

世界同時
不況

売上高100億円達成

Interim Business Report
第30期 中間株主通信
2013年4月1日 ▼  2013年9月30日

2013.10.11

2013.6.20

デロイト トウシュ トーマツの
テクノロジー企業ランキング「Fast50」で表彰

セールスフォース・ドットコム社
との連携強化

What's NEW

有限責任監査法人トーマツが
発表した成長企業50社のラ
ンキング、第11回「デロイト 
トウシュ トーマツ リミテッド 
日本テクノロジー Fast50」
の第50位に当社がランクイ
ンしました。

セールスフォース・ドットコム
社とのライセンス販売と協業
を推進しています。世界Ｎｏ.1
クラウドサービス「Salesforce.
com」のライセンス販売から
カスタマイズまでワンストッ
プでトータルサービスが提供
可能です。

証券コード3844

クラウド＆モバイルで
企業のIT化をご提案します。

おかげさまで、
東証1部に
上場しました！

〒141-0032 東京都品川区大崎1-11-2 ゲートシティ大崎イーストタワー8F 

Phone : 03-5745-9700   Fax : 03-5745-9715

大株主の状況

株価チャート

会社概要

取締役および監査役

　 会社データ（2013年9月30日現在）

商 号 コムチュア株式会社
英文会社名:COMTURE CORPORATION

本 社 所 在 地 東京都品川区大崎一丁目11番2号
W EBサ イ ト http://www.comture.com/
設 立 年 月 日 1985年1月
資 本 金 3億1,926万円
従 業 員 数 705名
営 業 所 三田センタ、大阪営業所

株式の状況
発 行 可 能 株 式 総 数 17,400,000株
発 行 済 株 式 総 数 5,307,900株
株 主 数 2,334名

株主メモ
決算期 3月31日
定時株主総会 6月
配当金受領株主確定日 3月31日および中間配当を行うときは9月30日

株主名簿管理人
特別口座の
口座管理機関

（同連絡先）

東京都千代田区丸の内一丁目4番5号
三菱UFJ信託銀行株式会社
〒137-8081 東京都江東区東砂七丁目10番11号
三菱UFJ信託銀行株式会社 証券代行部
TEL（0120）232-711（通話無料）

公告方法
電子公告により、当社WEB サイトに公告いたします。
但し、やむを得ない事由により電子公告をすることが
できない場合は日本経済新聞に公告します。

ご注意
1.  特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、三菱

UFJ信託銀行が口座管理機関となっておりますので、上記特別口座の口座
管理機関（三菱UFJ信託銀行）にお問合せください。

2. 未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行本支店でお支払いいたします。

代 表 取 締 役 会 長CEO 向        浩 一
代 表 取 締 役 社 長COO 大 野    健
常 務 取 締 役 関 本    正 一
取 締 役 細 川    琢 夫
取 締 役 奥 田    兼 三
監 査 役 齋 藤    仁 男
監 査 役 田 村    誠 二
監 査 役 和 中    新 一

株主名 所有株式数（株） 所有比率（％）
有限会社コム 1,590,000 29.95 
向　浩一 828,000 15.59 
コムチュア社員持株会 281,600 5.30 
株式会社三菱東京UFJ銀行 150,000 2.82 
大野　健 93,000 1.75 
奥平　健一 87,500 1.64 
日本証券金融株式会社 71,400 1.34 
株式会社ＳＢＩ証券 54,900 1.03 
楽天証券株式会社 39,300 0.74 
松井証券株式会社 36,100 0.68 

0 0

800

1,200

1,600

2,000

2,400

株価（円）

500

出来高
（千株）
1,000

2 3 4 5 6 7 8 9 10 112012.11 2013.112

IRコミュニティ
個人投資家向けのIR活動に注力
株主の皆さまも是非ご参加ください

11月26日 ラジオNIKKEI「ザ・マネー」出演
11月27日 TOKYO MXテレビ「STOCK VOICE」出演
11月30日 個人投資家向けIR説明会（東京・大和IR）
12月05日 アナリスト・機関投資家向け決算説明会
12月07日 個人投資家向けIR説明会（金沢・ラジオNIKKEI）
12月10日 個人投資家向けIR説明会（大阪・モーニングスター）
12月13,14日 野村IRフェア（東京・東京国際フォーラム）

1月24日 第3四半期決算発表
2月21,22日 東証IRフェスタ（東京・東京国際フォーラム）
5月 第4四半期決算発表
 アナリスト・機関投資家向け決算説明会
6月 定時株主総会

2013年

2014年

第30期下期のIRカレンダー（予定）

※  2013年11月1日に開示させていただいた「株式の売出し及び主要株主の異動に関す
るお知らせ」に記載の通り、エヌ・ティ・ティ・データ・ジェトロニクス株式会社と
TIS株式会社は11月22日をもって当社株式の全数を売出しております。従って、上記
大株主の状況から除いております。また、向　浩一の所有株式数は258,000株に、
所有比率は4.86%にそれぞれ変更しております。

業績編 年間成長率は
2ケタ成長で拡大しています

ROEは２ケタを超える
高収益企業です

配当性向
30%以上を維持していきます

常に先見性をもって新しい分野にチャレンジし、技術力・営業力で
売上高は着実に伸びております。
経常利益も、高付加価値化に加え生産性向上への取り組みなどが
奏功し、前期比26.4％増を目標としています。

売上高の成長だけでなく、高収益体質も当社の特長です。
高い自己資本比率（71.2％）を維持しながら、ROEは東証一部
上場会社の平均を大きく上回っており、安全かつ効率的な経営を
実現しています。

当社は株主の皆様への利益還元を、経営の重要施策の一つと
位置付けています。
将来の事業展開と経営基盤の強化に必要な内部留保を確保しつ
つ、安定かつ積極的な配当を継続していくことを基本方針にして
おり、配当性向30％以上を維持してまいります。

クラウド＆モバイルを中心に
高付加価値化を実現

2011/3

5,008

463 489

811
1,025

463 489

811
1,025

+10.3%

+29.7%

+18.6%

5,526

7,168
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売上高/経常利益 （単位：百万円）

（単位：百万円）

2011/3 2012/3 2013/3 2014/3（計画）

18.6
20.8

11.2 11.2

4.8 5.55.9
8.7

ROE
ROE
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期末配当金（円）

中間配当金（円）

配当性向（％）

34.134.1

高付加価値化に加え、生産性向上への取り組みなどが奏功し、営業
利益は上期で前年同期比29.3％増、経常利益は上期で前年同期比
33.9％増となりました。

2013/3期
第2四半期

2014/3期
第2四半期

2014/3期
通期予想

売上高 3,351 3,894 8,500
営業利益 361 467 1,000
経常利益 365 489 1,025
当期純利益 223 299 620
自己資本比率（％） 69.8 71.2 ー

「コムくん」は当社の企業精神である、「無から有を
生み出すソリューション力」を「卵から生まれたば
かりの恐竜」に例え、具現化したイメージキャラク
ターです。

「コムくん」って何？

コムチュアの
イメージキャラクター

コムくん

期末配当金を増額します！

業績予想
を上方修

正！

2013/11/22に
東証一部上場

2012/11/16に
東証二部上場

足元の状況
もっと知りたい！コムチュア

東証一部上場企業平均
※出所　みずほ証券リサーチ＆コンサルティング
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